
 
VOL.00４（R03.06.30 版） 作成：川之江南中学校 

【題材名】   第３学年 社会科公民分野「つながる私たちと世界」 

【内 容】   Googleサイトに提示した資料から情報を読み取り、班の話合い活動を 

通して、Jamboardにまとめる。 

【使用アプリ】 Googleサイト、Jamboard 

【事例紹介】  教師が用意した資料を基に、生徒が社会に見られる課題を把握し、議論 

したり、まとめたりする学習を行う。具体的な事例を資料として用意し、 

生徒に提示することで、主体的・対話的な学びを充実させる。 

 ①資料 Google サイトに授業課題に関する情報を提示 

  

                             ☆Google サイトのメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②班活動 Jamboard にまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】  Google サイトはホームページ作成アプリですが、簡単に作成できる点から 

社会科の資料集の役割を果たすことができます。教科書に依らず、課題探究的 

な授業が作成しやすいため、課題を追究したり、解決したりする学習をより一 

層、充実させることができます。 

 

（教育委員会主幹講評）はじめて、Google サイトが登場しました。必要な画像やグラフだけを資料 

提示するツールとして活用し、一人一人が Jamboard にそれぞれのメリット・デメリットをまと 

める。付箋も色分けされていて直感的に理解できる分かりやすい資料に仕上がっています。デジタ 

ルでは画面が変わると見えなくなりますが、学習系のプリンターでカラー印刷し掲示することによ 

り、更に意見の共有が図れますね。先生方の創意工夫で、ICT の活用の幅が広がってきています。 

教科書や資料集の資料と 

異なり、資料の解説がない 

ため、話合い活動を通して 

生徒の思考力を育てること 

ができます。 

あらかじめ班の番号を示した付

箋を用意しておくと、生徒はスム

ーズに意見を入力できます。 

代替案として、Google スライ

ドにまとめる方が効果的な授業も

あると思います。 


